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図11 プラスチックスリー ブの試適 図12 形態修正後のプラスチックスリー ブ
図13 ジルコニアコービング 図14 完成補屑物
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図15 バーアタッチメントのデジタルイメージ 図16 バーアタッチメント
同一口腔内に異なる数種類のシステムのインプラント体が埋入された患者の増加が懸念される｡ しかし,そ
の場合でもISUS⑧は,多種のインプラントシステムに対応しているため,幅広い補綴的な対応が可能であ
る｡ また,塩入方向の異なるインプラント体でも1ピースの上部構造体が,高精度のダイレクト適合を可能
にするという最大のメリットを持っており,さまざまな症例に応用が可能である｡
実際の臨床ケースを紹介する｡ 最後方にスクリューベントインプラント2本,その他はストローマンイン
プラント6本の計8本.のインプラントが塩入された患者である (図17)｡平行性に問題があるため (図18)
ワンピース加工ができず,ISUS⑧の適応症例と判断した｡それぞれのインプラント体の平行性に不安を抱
えるため,印象採得時の力でたわまないよう強固なオープントレーを製作し (図19),印象採得を行った｡
岐合採得後 (図20),人工歯排列を行いリップサポートの確認をしたのち (図21),シリコンコアを採得,そ
のコアを用いワックスに置き換え,カットバックを行った (図22)｡ワックスパターンを含む必要な模型を
郵送し,削り出しを依頼する｡ 完成したISUS⑧フレーム (図23)を口腔内に装着し,Ⅹ線撮影にて適合が
良好なことを確認した (図24)｡その後,歯冠部のPFMクラウンを製作するが,アクセスホールが歯間部
に露出するため連結冠とし,ピンクポーセレンにて封鎖した (図25)｡歯肉部には,ロカテック処理を施
し,オベーク塗布後 (図26),エステニアC&B⑧ジンジバル色を築盛した｡歯間乳頭部はシャープな状態を
再現するためアクリリックレジンを使用して完成した (図27)｡
まとめ
CAD/CAMが登場して以来,その進歩は目覚ましいものがあり,寸法精度においては臨床上ほぼ問題な
いように思われる｡ しかし,デジタルの精度が向上しても,アナログの手作業部分をおろそかにしてはなら
ない｡支台歯形成から印象採得,そして石膏注入といった作業での "ズレ'は,致命的なものになる恐れが
ある｡ 私達,歯科技工士も常に新しい情報には敏感でいたい｡ただし,間違った情報に振り回されることな
く,正しい情報を取得することが最も大切なことと考える｡
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図17　口腔内写真（咬合面観） 図18　確認用ジグ 図19　オープントレー
図20咬合採得 図21試適 図22　ワックスフレーム
図23　1SUS⇔フレーム
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図24　試適時デンタルX線写真
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図25　アクセスホールの封鎖 図26　オペーク塗布 図27上部構造体
（注1）オプティマイザー：WAXとアルミナを混合したもの
　　　　　　　　　　　追加焼成してフレームと連結させる
（注2）Decsy：株式会社デジタルプロセス，日産自動車の子会社
（注3）Pro－CAD：イボクラービバデント社製のリューサイト分散強化型ガラス
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